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お問い合わせメカトログループ

お問合せ先 

クレーン インバータ倍速制御導入の紹介 
 

 

１．はじめに 

インバータ倍速制御を用いることで、軽負荷時の場合

には巻上定格速度の２倍での運転が可能となります。こ

れにより作業性・生産性・保守性などの面で大きなメリ

ットがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．インバータ倍速制御の導入におけるメリット 

２－１．作業時間の大幅短縮 

➀ 軽負荷時のフック昇降、位置合わせ、移動時間を

大幅に短縮でき、軽量物の搬送の高速化が図れま

す。 

➁ 巻上動作を短縮し、トータルで 䐵䐴～30％以上の

作業時間短縮を可能にします。 

 

 

 

 

 

 

 

２－２．生産性の向上 

➀ クレーン本体の大型化をせずに、実質的な処理能

力アップを可能にします。 

➁ 現搬送回数増加、作業時間短縮、設備更新投資を

抑えつつ生産能力の向上を可能にします。 

➂ 作業関係者の時間を効率良く活用でき、作業テン

ポの向上、イライラや焦りを低減しヒューマンエ

ラーを抑制できます。 

➃ 作業者のストレスを軽減することで作業品質の安

定が期待できます。 

 

２－３．設備更新を抑えた能力向上 

➀ 増設や設備更新と比較し、比較的小規模な投資で

生産性向上が可能です。 

➁ 稼働中設備への後付け対応が可能なため、現状の

クレーン仕様によっては⾧期停止を伴う更新工事

を回避できます。 

 

 

 

 

 

以上 


